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＜表紙解説＞

◆表紙の写真は、ドームスクリーンでの投影調整の様
子です。視野の広いドームスクリーンや特殊形状（円
弧やカーブ）のスクリーンにプロジェクター映像を投
影する場合、画角や解像度等の理由で１台のプロジェ
クターでの投影が難しいことが多くあります。その場
合、複数のプロジェクターを組み合わせて１つの映像
に合成して投影する方式「マルチプロジェクション」
を採用するのが一般的です。
◆複数のプロジェクターで１つの映像を合成する場合

「曲面投影で発生する映像歪」「プロジェクター個体差
での色の違い」「投影映像の重なり部分で発生する帯
状の白浮き」「複数の投影映像の正確な繋ぎ」等の様々

な問題が発生します。これらの問題の中でも、映像歪
や映像間の繋がり調整作業はプロジェクターの台数や
レンズ、解像度等の性能にも影響され、非常に時間が
かかる上に忍耐が要求される作業です。
◆そこで、科学技術館シンラドームでは６台の WUXGA

（1920×1200 ピクセル）プロジェクターの調整作業を、
人間ではなくコンピュータが自動で補正を行う方式を採
用しています。この方法では、人が丸一日かかる調整を
コンピュータが数分で完了でき、素早く精度よく調整を
完了できます。この機能により、高精度に調整された映
像を来館者の皆様にいつも安心してご提供できるように
なっています。
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子供たちが直に触れる自然科学体験の場を
「青少年のための科学の祭典」「教員のための理科実験スキルアップ講座」が果たす役割

戦後、特にこの半世紀余りで科学技術は劇的な進化を遂げ、子供たちを取り
巻く環境は大きく変わりました。20 世紀半ばまでは、情報は主に書物等の紙
媒体から得るものであったのが、その後の電子機器の進化と普及により、現在
では情報の多くはスマートフォンやパソコンなどを通じて得られる時代になり
ました。情報は、得ることだけではなく、遠く離れた人との遣り取りも容易に
なりました。自分の意見や映像を世界に向けて公開することもでき、驚異の自
然現象や未知の理論を直ぐに映像で見たり調べたりも、容易にできるようにな
りました。

このような時代に生きる日本の子供たちには、道具を使って遊ぶ機会も減り、
自然や生き物に直接接する機会も、ほとんどなくなっているといえます。ゲー
ムなどでのバーチャルリアリティー的映像を用いる遊びの中では、観察眼や試
行錯誤による科学的検証などは必要ありません。自然科学への興味・関心は、
道具を使って遊ぶ試行錯誤の過程で必然的に要求される科学的検証の体験や、
自然や生き物に接する中で五感を使って体験する中から育まれるのではないで
しょうか。

そこで私たち理科を教える教師が中心となって、子供たちに自然現象に直接
触れる実体験の場を作り、少しでも自然科学への興味・関心を育てる努力をす
る必要があると考え、1992 年に「青少年のための科学の祭典全国大会」を始
めました。このイベントをその後毎年続けた結果、かつて子供時代にこのイベ
ントを体験した子が、その後理系の大学に進学し、今度は演示する側になって
祭典に戻ってきてくれるまでにもなりました。まさにこの科学体験イベントが、
子供たちの科学への興味・関心を持つきっかけ作りになったことの現れではな
いかと思います。

1992 年当時、このような子供たちを対象とした科学体験イベントは、日本
中を探してもほとんどありませんでした。その後多くの場所でこの祭典の地方
大会が行われるようになり、現在では 100 以上の都市で行われるようにもなり
ました。また、理系学部のある大学や理系の学会等でも、子供たちへの科学体
験イベントが行われるようになりました。しかしこのようなイベントは、自主
的に参加する子供たちに対するものであり、初めて体験して感動を得る子を育
てるという場にはなりません。

より多くの子供たちが自然科学体験を経験できるようになるには、学校にお
ける理科の授業で科学体験できること、すなわち科学実験がぜひ必要だと考え
ます。現在学校における理科の授業では、安全性や事故への不安から、先生方
が実験を躊躇する傾向にあります。そこで私たち実行委員は、先生方が安全に
実験する技術と能力を身に付けてもらうために「教員のための理科実験スキル
アップ講座」（p23 ご参照）を始めました。この講座には、私たち実行委員が
26 年間ほとんど事故を起こしてこなかった「青少年のための科学の祭典全国
大会」のノウハウが、大きく活かされています。多くの学校で安全でしかも興
味深い科学体験学習が行われれば、科学への興味・関心を持つ子供たちがさら
に育っていくものと確信しています。

青少年のための科学の祭典 全国大会
実行委員長／日本化学会フェロー

片江 安巳
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新生「シンラドーム」へようこそ
とことん楽しむ！ 科学技術館・全天周映像ドームシアター ～宝くじの社会貢献広報事業

一新した３Dフルデジタル映像が“森羅万象”を映し出す
シンラドーム（国立研究開発法人理

化学研究所）は 2008 年８月に誕生し
たドームシアター空間です。それまで
は平面のスクリーンシアターが設置さ
れていた科学技術館４階の展示室に、
半球傾斜型のドームを設置したのがシ
ンラドームで、今年で 10 年目を迎え
ました。

設置以来、科学ライブショー「ユニ
バース」や「理研 DAY：研究者と話
そう」など、研究者が直接来館者と語
り合う場であり、また、研究成果を最
新の映像技術を駆使して紹介する実験
の場でもありました。

今回の更新では、投影機器や音響機

器などの立体映像音響システム機器を
一新し、それらの性能を活かすために
スクリーンも新しく貼り替えました。
番組については、ヨーロッパ南天天文
台（ESO）制作の映像を新しく導入し
ました。従来の番組もこれまで通り楽
しめます。更新した機器や番組につい
ては、以下のページをご一読ください。

シンラドームは科学技術館の入館
料だけでご覧になれます。新生シンラ
ドームにぜひお越しください。なお、
本事業は一般財団法人日本宝くじ協会
の助成を受けて実施させていただきま
した。

< 科学技術館運営部　今村康一郎 >

シンラドーム  Synra Dome

「森羅万象を映す鏡、科学と技術と芸術が出会う
創造空間」、をコンセプトに展開する全天周立体
映像フルデジタルドームシアター。映像番組上映
や科学ライブショーを通じて、様々な研究機関に
よる最先端の研究成果を伝える。一般の全天周映
画やインタラクティブなコンテンツの上演、立体
ドーム空間を活用したイベントの開催にも活用。

出展：国立研究開発法人理化学研究所
席数：62席／ドーム直径：約10ｍ（傾斜角：18°）
ウェブサイト：http://www.jsf.or.jp/3dtheater/synra/

科学技術館４階に全天周映像ドー
ムシアター「シンラドーム」（出展・
国立研究開発法人理化学研究所）
が誕生して今年で 10 年目。“森羅
万象”の科学研究の成果をビジュ
アライズして伝えるこの創造空間
が、2017 年７月 27 日（木）、映像
音響システムやスクリーンを一新し
て再オープンしました。新たな上映
番組も登場するなど、さらに充実を
みせるドームの魅力に迫ります。

新上映番組 (P6) に映し出される、チリ・アタカマ砂漠の満天の星空と天の川、巨大望遠鏡のドーム　©ESO
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2008 年に初めてシンラドームを設置
した時には、常設でのフルカラー立体
ドームシアターを実現するための方法を
いくつか比較検討しました。その検討の
結果、色再現性を重視し、INFITECと
いう特殊なバンドパスフィルター（特定
の周波数帯のみを透過するフィルター）
を用いた方式を採用しました。また、鮮
やかな色を出すために、スクリーンの反
射率が高く、なめらかな動画再生を可能
とするシームレススクリーン（目地のな
いスクリーン）も導入しました。シーム
レススクリーンは、美しい映像を実現で
きるものですが、反面、スクリーンの裏
側にスピーカーを設置できないため、音
響面での制約があり、今回の更新では、
その課題を解決したいと考えました。

この10 年の間に、プロジェクターの性
能もたいへん向上しました。スクリーン
の反射率を押さえても、色再現、動画再
生に十分な光量が得られるようになって
います。そこで、今回はスクリーンも一
新し、パンチングメタルスクリーン（小さ
く細かな穴の空いたスクリーン）を導入

し、張り替え・塗り替え工事を行いました。
さらに、スクリーンの裏側にスピーカーを
設置し、あたかもスクリーンから音が聞
こえてくるような音響を実現しました。

このようにして、今まで少し弱かった

音響にも十分配慮したドーム空間が実
現できました。これまで以上にダイナミッ
クで美しい映像と音が繰り広げられる空
間を楽しめるようになりました。

＜人財育成部＞

シンラドーム来場者の声より

「投影番組（３Dあり）」より

「理研DAY：研究者と話そう」より

科学ライブショー「ユニバース」より

こっちに何か
（遺伝子モデルの立体映像）が

近づいてきて、ビックリした！ 
手で触われそうだった！

（未就学児・男子）

（新元素をつくる）
この機械のしくみ、

俺わかったよ。
（小学生・男子） ３D メガネをかけて

みたら、宇宙に
行ったみたいで
おもしろかった。
（小学生・女子）

科学がまた楽しく
なってきました。

（シミュレーションの）
実験がとてもおもしろ

かったです。
（小学生・女子 )

ライブ感があって
よかったです。
（大学生・女性）

子供も、わーっと
見て驚いており、

大人も少し童心に
戻れる時間です。

（成人・女性）

直接、第一線の
研究者の話を楽しく
聞けてありがたい。

子供にとって貴重な
機会です。（成人・男性）

先生との距離も近く、
アットホームな雰囲気で

質問がしやすい。
研究者に憧れます。

（大学生・男性）

とてもおもしろくて
わくわくした。
（小学生・男子）

ちょっと
難しかったけど、
すごいきれい

だった！
（小学生・女子）

より美しく鮮明になった映像と音響を体感しませんか？
シンラドームの新システム

● プロジェクター
　 Barco F35AS3D
　 解像度　WUXGA（1920×1200）
　 明るさ　7500 ルーメン
　 主な機能 時分割立体方式対応、
 Projector間同期
● スクリーン
　 アルミパンチング、10 ｍ傾斜型

● 音響
　 デジタルサラウンド
　 システム
● 映像生成
　 ワークステーション（WS）
　 WS６台による
　 クラスター

■ システム・機器の主な仕様

客席の後ろにある操作卓

浮かび上がる鮮やかな映像が幻想的！　©ESO

スクリーンの張替え工事中。スクリー
ンには細かい穴が開いており、天幕の
裏側に設置したスピーカーから臨場感
溢れるサウンドが降ってきます

シンラドームを訪れた来場者の様々な声をご紹介します。
投影番組やイベント・プログラムなどのアンケートや感想から、
シンラドームのわくわくする雰囲気、伝わるでしょうか ?!

宇宙のことを
もっと知りたくなった。

またお話を聞かせてください。
( 小学生・女子）

JSF Today No.145　Summer 2017 P5

  

特
　
集
　
　



原子核を光速近くまで加速・衝突
させる RIビームファクトリーの全容
理化学研究所仁科加速器研究センターによ
る最先端加速器施設「RIビームファクトリー

（RIBF）」を紹介する番組。原子核の構造と
反応を調べて元素の起源の解明をめざす研
究と、その大規模な実験設備を、ダイナミッ
クな映像で追う。
  制作：理化学研究所

DNA からタンパク質ができるまで、
生命活動を知るナノワールド探検
ゲノム (DNA) から情報を読み出し、そこに
書かれた設計図通りにタンパク質を組み立
てる、人体細胞内の遺伝情報の流れ「セン
トラルドグマ」。この原理を理化学研究所オ
ミックス基盤研究領域（当時）制作による
ナノマシン映像で SF 風に表現。
 制作：理化学研究所

圧倒的な映像クオリティで、
宇宙の果てまでの旅を体感しよう
圧倒的な映像で宇宙科学を表現するソフト
ウェア「Uniview」（株式会社オリハルコン
テクノロジーズ）と、最新のリアルタイム
可視化技術を駆使して作成された宇宙映像
作品。見慣れた場所から宇宙の果てまでを
体感しながら、最新の天文学研究の成果を
紹介。 制作：株式会社オリハルコンテクノロジーズ

元素の起源を探る
～理研ＲＩビームファクトリー セントラルドグマ コズミック・ディスカバリーズ

シンラドームの新オープンに合わ
せ、新しい番組が登場しました。ヨー
ロッパ南天天文台（ESO）＊が公開して
いるフルドーム・プラネタリウム番組

「Journey to the Centre of the Milky 
Way」（天の川銀河の中心への旅）を、
７月 27 日（木）から毎日１回、14 時
15 分から上映しています。以前プラネ
タリウム特別投影で、この番組の一部
を使って、映像に合わせて解説を加え、

天の川のヒミツや不思議を紹介したこ
とがありましたが、今回は、日本語版
ナレーションを作成し、5.1 チャンネル
の音響で再生できるようにしました。

およそ７分の映像の中で、ヨーロッパ
南天天文台の大型望遠鏡が設置されて
いるチリのアタカマ砂漠で見られる美し
い星空、天の川銀河の中心に潜む巨大
なブラックホールの存在を、観測データ
から作成したシミュレーションを交えて

解説しています。また、ヨーロッパ南天
天文台の近くにあるパラナル天文台の
赤外線望遠鏡では、可視光で観測した
様子とは異なる天の川の様子を映し出
して、宇宙生命の誕生にも思いをはせ
ています。ドームいっぱいに広がる満天
の星空と光り輝く天の川の実写、その中
に潜むブラックホールの存在を示す研
究の成果を、ぜひお楽しみください。

＜科学技術館運営部　木村かおる＞

＊  ドイツ、フランス、オランダ、スウェーデン、
イタリアなどヨーロッパ 14 ヶ国およびブラジ
ルが共同で運営する天文観測の国際組織。南米
チリにある天文台を運営している。本部はドイ
ツのミュンヘン郊外。略称は ESO(European 
Southern Observatory) 

新番組「Journey to the Centre of the Milky Way」を上映開始
シンラドーム投影番組 line up

パラナル天文台の赤外線望遠鏡で観測した天の川の映像。わかりやすく画像処理
をしている ©ESO

天の川銀河の中心付近の星の動き。巨大な重力に
振り回されていることが、シミュレーションでわ
かった ©ESO

ESO が制作した最初のフ
ルドーム・プラネタリウ
ム番組ポスター　  ©ESO

● そのほかの投影番組 これまで好評をいただいている投影番組を紹介します。

© Synra project
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シンラドームは様々な
研究機関の発表の場と
しても活用されていま
す。上映番組「Aurora 
2013 Solar Maximum」
は、国立極地研究所・
片岡龍峰准教授によっ
てアラスカで撮影され
た全天周３Ｄオーロラ
映像をもとにした番組。
2013 年 12 月に科学ライブショー「ユニバース」特別番組として３Ｄ
オーロラ映像が初公開されると大きな反響を呼び、番組が作られまし
た。息をのむような美しいオーロラ世界は必見です。 © 国立極地研究所

他では体験できない科学イベント、好評開催中
イベントプログラム

　本物の研究者が案内役を務める科学ライ
ブショーを毎週土曜の午後に開催。コン
ピュータ・シミュレーションなどを活用し、
宇宙や化学をはじめとした最新の科学のお
話を紹介します。
　宇宙シミュレータで地上から宇宙の果て
まで旅をしたり、分子の世界をのぞいたり、
ゲストコーナーでは科学に関連する様々な
分野で活躍する研究者、技術者、芸術家な
どを週ごとに招いて、興味深い話題を提供

毎週土曜日
１回目 14：00 〜 、２回目 15：30 〜（各回約 40 分）

アメリカのヤーキス天文台とライブ中継も！ 
科学ライブショー「ユニバース」

していただいています。月に２回程度、イ
ンターネットを利用して、米国シカゴ郊外
にあるヤーキス天文台とのライブ天体観測
も行っています。

詳細：ユニバースウェブサイト
http://universe.chimons.org/jsf/　

＜出張ユニバースも！＞
日本全国や海外の科学館・社会教育施設等でこ
れまでに160 回以上出張上演を実施しています。

　理化学研究所の研究者とじかに話ができ
るイベントを４月を除く毎月第３日曜日に開
催。毎回、研究者が登場し、研究の話をわ
かりやすく解説するとともに、研究者が参
加者からの質問を受けて、自由に対話がで
きるイベントです。
 「研究者って、どうやって研究をしている
の？」「ふだんはどんな生活をしているの？」
など、研究所での過ごし方、趣味、おすす

毎月第３日曜日
１回目 14：00 〜、２回目 15：30 〜（各回約 30 分）

研究者が、皆さんのあらゆる質問を受けて立つ！
理研 DAY：研究者と話そう

めの本や映画など、いろいろなテーマでお
話をしてみませんか？ お子さん、理系を志
す学生さん、ちょっと科学に興味がある方、
興味がなかったけど友達についてきちゃっ
た方など、皆さんのご参加をお待ちしてい
ます！

詳細：理研 DAY ウェブサイト
http://www.riken.jp/pr/visiting/riken_day/

シンラドーム投影番組

　夏休みや春休みなどは、シンラドームに
おいてプラネタリウムのライブ投影を実施
しています。その時に見られる星座や、天
文現象を紹介しながら星空を観る楽しみを
お伝えてしています。今年の夏は、木星と
土星がよく観察できること、小型の望遠鏡
でも模様や輪の様子が確かめられるなど、
この２つの惑星は天体観察入門者におすす
めする天体です。また、デジタルプラネタ

春季、夏季、冬季休暇時
今夏は 8/8、8/9 に開催！ おすすめは木星と土星です。
プラネタリウム特別投影

リウムならではの映像で、探査機からの観
測結果もご紹介する予定です。夏休みプラ
ネタリウム特別投影は、８月８日（火）、９
日（水）の２日間、両日とも３回実施致しま
す。詳細は、科学技術館ウェブサイトをご
覧ください。

詳細：科学技術館ウェブサイト
http://www.jsf.or.jp/

１回目 10：30 ー 10：45 「コズミック・ディスカバリーズ」立体投影
２回目 11：15 ー 11：30 「セントラルドグマ」
３回目 12：00 ー 12：07 「Aurora 2013 Solar Maximum」
４回目 12：45 ー 13：00 「コズミック・ディスカバリーズ」
５回目 13：30 ー 13：45 「元素の起源を探る
  　　～理研 RI ビームファクトリー～」立体投影
６回目 14：15 ー 14：22 「Journey to the Centre of the Milky Way」（新番組）
７回目 15：00ー 15：15 「セントラルドグマ」立体投影　　（※各回約 7 分～ 15 分）

 日曜日～金曜日（４月を除く毎月第３日曜日は、「理研 DAY：研究者と話そう」
開催のため、午前の 10：30 ～、11：15 ～の２回のみ上映します）

上映時間
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子供のころの“真円”のような
“まったき自分”になるために

科学技術館等に関わりがあり、様々な分野の第一線で活躍
されている方に科学や教育のお話をうかがう当コーナー。第
２回は、科学技術館５階 FOREST に作品「氣

けのむまんだん

呑漫談」を展
示され、時空を超えたような独自の手法と世界観で知られる
人気画家の山口晃さんにご登場いただきます。

画家　PAINTER

山口　晃さん
YAMAGUCHI　Akira

1969 年東京都生まれ。群馬県桐生市育ち。1994 年東京芸術大学美術学部絵
画科油画専攻卒業。1996 年同大学大学院美術研究科絵画専攻（油画）修士課
程修了。2001 年、第 4 回岡本太郎記念現代芸術大賞優秀賞。2012 年、平等
院養林庵書院に襖絵を奉納。2013 年、著書『ヘンな日本美術史』（祥伝社）で
第 12 回小林秀雄賞受賞。日本や西洋の伝統的手法を取り入れ、古今東西の時
空を混在させた人物や事物を緻密に描写する鳥瞰図・合戦図などで知られる。
絵画のほか、インスタレーション、エッセイ漫画、パプリックアートを手がけ
るなど様々な表現分野で活躍中。各地で大規模個展も開催。著書、画集も多数。

Theme

ーVol.2ー

氣呑漫談（けのむまんだん）
山愚痴屋諦堂・画

（科学技術館５階 FOREST｢リアル｣内）

DNA やゲノムについて絵描きの先生
と少年三吉たちが下町界隈であれこ
れ 語らう「 氣 呑 漫 談 」は、５階
FOREST「リアル」の入り口で読め
ます。山愚痴屋諦堂（やまぐちやあ
きらめどう）は山口さんの号

●子供は“見立て”で生きている

――どんなお子さんでしたか？

一人で勝手に遊んでいる子供だったみた
いですね。両親が共働きだったので、ほっ
とかれまして。祖母はおりましたが、夕方
の５時、６時までは誰も家にいなくて。鍵
を閉める時代じゃなかったので、家に帰っ
たら台所から野良猫が出てきたこともあり
ますね。目が合って、１秒くらい固まって、
シャーッ！と逃げていったり。
――どんな遊びをされてたんですか？

子供がやるようなものなら、なんでも。た
とえば、こういうのがあったら（と、テーブ
ル上のミルクやスティックシュガーを手に取
り）これを楽しく並べて、もうちょっとメカメ
カっとさせて…などとやってたと思うんです
ね。家にボックスティッシュとかありますよ

ね。あれで半日遊べるわけなんです。こう、
宇宙空母に見立てていろいろくっつけたりし
て、この角度だとヤマトで、こっちだとスター・
ウォーズ！だとかアングルにも凝ってですね。

（今度は卓上の小皿をツマミのように回しな
がら）これだとたぶんコックピットですね。
これをカチャッ、カチャッと……。
――あ、コックピットに見えますね！

でしょう！ これで 30 分くらいいけますよ。
そういうのばっかりです、子供のころは。そ
ういうことしちゃ、落書きして。それに粘土も
あれば、レゴブロックもあるので。でもたぶん、
子供はみんなこういうことしてるはずですよ。
子供は基本、“ブリコラージュ”（手近なもの
を寄せ集めて物を作ること）というか “見立
て”（なぞらえ）で生きてるようなもんですから。
――この想像力はどこから来るんでしょう。

そのものの「用途」をはずしてあげるって
ことでしょうね。（チョコレートをひとつ手に
取り）これだったら包み紙をむいて食べるで
しょうけど、むいた包み紙の光沢ですとか、
文字組みだとかもすごいかっこいい何かが
あって、戦闘機プラモのデカールみたいに使
えるなあ、食べたら貼ってみる、とかあるわ
けですね。それは本当の用途じゃないけど、
それ自体が実は持ってるもので、想像すると
楽しくなりますね。
――クラスでも面白がられてたのでは。

人気者というのは、ドッジボールやかけっ
このスピードですからね。私は友達と野球を
するとよけちゃいますから、危ない危ない、っ
て。でも確かに“へんな浮き方”はしてたか
もしれませんね。絵がわりと得意とか、 オー
ルマイティじゃないけれど “まだらに”得意
なものがあって。そういうわずかしかない才
能を、ほかは無視して全部こっちに割り振っ
て、１ミリでも高くして！でも説明書のたぐい
は一切読めない、みたいな大人に（笑）。
――子供のころ影響を受けたものなどは？

影響っていうのは、本当にその子次第です
よね。ほっとけばほっとくほどいい子もいれ
ば、根気がなくとも、ちょっと一言でぱっと
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影響っていうのは、その子を「変える」ものではなくて、
その子が持ってたものに「気づく」ためのもの、という気がしていて。

コーヒーミルクの容器やチョコ、小皿などでインタ
ビュー中にコックピットをつくる山口さん。容器のツ
マミを回すと、本当にコックピットのよう

1974 年４月、４歳の時の作品。チラシの裏側に描か
れており、壁に貼ったテープの跡も。「いいですねえ、
このまま成長できてたら…」と山口さん

「理科ノート 1981－ 82」山口さん小学校６年のころ
のノートの一部。左ページ右下に描いてある水槽は、
よく見ると小人の飛び込み台の落書きだ

「厩圖」2001　カンヴァスに油彩　74 × 175 cm　撮影：木奥恵三　所蔵：高橋コレクション

「成田国際空港　飛行機百珍圖」
2005　紙にペン、水彩　96.5×76.5 cm
撮影：宮島径

最後の一段をあがれる子もいれば、言われた
とたんに嫌になっちゃってやめちゃう子もい
る。大人が及ぼす影響っていうのは、その子
を「変える」ものではなくて、その子が「気
づく」ためのもの、という気が私はしていて。
子供が何かに影響されて自分とは違う立派な
何かになっていくんじゃなくて、もともとその
子が持ってたものに気がついて、それを伸ば
していく。要は “まったき自分になる”だけの
ことだと思うんですね。

●みんなそれぞれの“真円”を持っている

なんていうんでしょうね、みんな、小さい
けれどそれなりの“真円”（完全な円）として
子供自体はあって、本来、さっきの（卓上遊
びをしていた）僕みたいに、「やりたいこと」
だけで生きていますね。それが、社会性を要
求されだして「１時間座ってなきゃいけない」
とかになると、それを含む一回り大きな円に
自分の輪郭を引き直すことになる。ある子に
とっては、それは次の円の一部だったりする
んですけど、ある子にとってはそれが自分の
円にはないところだったりするんですね。社
会性である“均一性”を求められていくとき

に、けっこういろんな人が本来の“真円”じゃ
ない形になっていって。それをもう１度何か
で覆いながら円に戻していくのが“まったき
自分”になるためのいろいろな修行なんじゃ
ないかと、なにかそんな気がしてるんですね。

私も、美術学校に通いだしたとき、絵は好
きだけど、“そういう絵”は好きじゃないんだ
けどなぁ、となって。それをたぶん、戻そう、
戻そうと、いま悪あがきしてるところだと思
うんですね。“まったき自分”というのは、絵
だったら、ちゃんとした油絵を描かないでメ
カを描いてみたり、ヘンなことしてると「自分
で描いたけど、なんでこんなの描いちゃった
のかな？」って、自分の中がエコーになって、
自分なりに産んだものが突きつけてくるもの
に、ハッ！となったり。「そうか、俺、こうい
うものが好きだったんだ！」とか、気づかさ
れるんですね。

●子供は、邪魔されないのがたぶん嬉しい

――科学技術館は昔から実物展示が好きで…。

子供は難しい展示が好きだと思いますよ。
俺は博士の話を聞きたいんだ！子供だましは
よせよ！という具合に、いちばん難しいの来て！

でもすぐ飽きるよ、みたいな。（笑）。そこらへ
んが矛盾してると思うんですけど……。こう、
本気で来られると、子供は襟を正しますよね。
あ、この人本気だ、みたいな。その場では絶
対わかんないはずですけど、ものすごく時間
が経ってから、スコーンっとつながった時に、
ああッ！ていうね。科学に限らずですけどね。

絵を描くときも、子供のほうが、ちゃんと
自分の作品を見ているんですね。以前、墨で
描くワークショップをやったときに、私には
完成して見えた絵の前で不服な顔をしてる子
がいて、一回りして次に見たら手を入れてさ
らに絵をよくしていた。ただ描いているんじゃ
なくて、ちゃんと絵とのやりとりがあって、
びっくりしましたね。「自分のなかにある」何
かと絵とが共振しているんでしょうね。大人
はそういう時は、子供に何も言わないで、邪
魔をしなければしないほどいいですね。で、
その子の火が消えかかった時にはちょっと何
か言ってあげて。それでも火がつかないもの
は、無理に火をつけようとしないで。気がす
むまで邪魔されない、というのが、いちばん
子供は嬉しいと思うんです。
（2017 年 7 月、聞き書き：経営企画・総務室  永井紀衣）

取材協力：株式会社ミヅマアートギャラリー／撮影協力：芸術喫茶カフェ デ ザール P9 作品画像すべて　©YAMAGUCHI Akira, Courtesy Mizuma Art Gallery
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PM2.5 Check Point!  
PM2.5 は、大気中に浮遊す

る、大きさが 2.5 マイクロメー
トル以下の微粒子のこと。髪の
毛 ( 断面 ) の約 30 分の１程度
ととても小さいため、肺の奥ま
で達しやすく健康への影響が心
配されています。環境省の大気
汚染物質広域監視システム「そ
らまめ 君 」のウェブ サイト

（http://soramame.taiki.go.jp/）
で現在の情報が得られます。

酸性雨
Check Point! 
酸性雨は、工場などか

ら排出される硫黄酸化物
や窒素酸化物などの酸性
物質が雨や雪に溶け込
み、高い酸性度を示す現
象です。大気中の二酸化
炭素が十分溶け込んだ場
合の pH が 5.6 であるた
め、ｐH5.6 より酸性度
が高い（pH 値が小さい）
ことが一つの目安です。

PM2.5（微小粒子状物質）などによる大気汚染が社会問
題化する中、環境省は今年４月から、PM2.5 のモニタリング
体制を強化すべく、当館屋上を含む全国 10 カ所に観測機器
を設置し、連続的な測定を開始しました。この装置（「ACSA-
14」）は、取り込んだ大気エアロゾル（空気中に浮遊する固
体や液体の粒子）を微小粒子と粗大粒子に分け、微粒子の

化学成分や質量濃度を連続的
に分析することで、国内の発
生源やアジア地域からの影響
を把握することが可能となり
ます。 大気中に浮かんでいる浮遊物質が、雨や雪などに取

り込まれて地表に沈着することを「湿性沈着」、物質が
雨や雪などを介さずにガスや粒子の状態で直接沈着す
ること「乾性沈着」といいます。大気汚染物質の調査
では、この両側面からモニタリングし、酸性度 (pH) や
硫酸・硝酸・ナトリウム・アンモニウムなどのイオンの
濃度分析を行います。乾性沈着用の装置（①）では、
大気中に浮遊する微粒子をフィルタで自動採取します。

降水は装置により連続的に自動採取されます（②、
③）。自動雨水採水器では、感雨センサーが降雨を
感じ取ると上部の蓋が自動的に開いて雨や雪を捕集
します。

大気エアロゾル化学成分連続自動分析装置
①酸性雨乾性沈着
モニタリング装置 ②自動雨水採水器 ③降水試料

自動捕集装置

緑豊かな北の丸公園内にある科学技術館の屋上は、
都心のビル群を 360 度一望できる見晴らしのよさを備え
た、好条件の観測地点。普段は非公開であり、建物の中
央部分と一角に、気象庁、環境省が管理する様々な観測
装置がずらりと並んでいます。

PM2.5、酸性雨などの環境分野から
風向風速、日射・日照などの気象分野まで

都心にありながら360度を見わたせる！

科学技術館屋上・観測装置群

PM2.5監視・エアロゾル測定
青空回復へ、PM2.5 を毎日監視

降水などを分析して酸性雨の状況を把握する酸性雨測定

北の丸には
環境気象観測装置がいっぱい！
環境気象観測拠点としての「科学技術館」と「北の丸公園」

日々ニュースで伝えられる「東京」の雨、風、気
温、湿度、日照がどこで測られているか、ご存じ
ですか？　実は、東京・千代田区の「北の丸公園」
の露場と、公園内にある科学技術館の屋上で観
測されているのです。当館屋上には、ほかにも気
象庁や環境省により様々な観測装置が設置され
ており、環境気象分野の分析研究・予報・改善
対策などに役立てられています。当館屋上には、
今年新たに、PM2.5 などのエアロゾル観測装置

（環境省）と、局地的豪雨解明のための水蒸気観
測装置（気象庁気象研究所）も設置され、解決
が急がれるアジア地域からの越境大気汚染や気
象災害の調査研究等に活かされます。都心にあ
りながら障害物のない良好な観測条件を備えた 

“北の丸”の観測装置を誌面でご紹介しましょう。

科学技術館屋上は、映画「シン・ゴジラ」（庵野秀明監督、東宝）
のヤシオリ作戦指揮所の舞台でもあり、丸の内ビル群も一望できる。
観測装置のほかに「北の丸望遠鏡」もあります

装置内部（上）と空
気の吸い込み口。24
時間 365 日稼動する
働き者です

「シン・ゴジラ」
の指揮所にも！

「北の丸
望遠鏡」も！
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風向風速Check Point! 
風向は風が吹いてくる方向のことで、全方位

を北から 16 や 36 に分割して表します。風速は
１秒間に大気が移動した距離を測定値は 0.1m/s
の位まで表します。

科学技術館を出てその屋上を見
上げると、風向風速計がくるくる
回っている様子が見えるでしょ
う。2007 年 11 月から、風向風速、
日照時間・日射量がこの場所で計
測されています。風向は、計器の
プロペラが向いている方角で、風
速はプロペラの回転数で計測しま
す。風速はつねに変化しているの
で、10 分間ごとの平均風速・平
均風向で示されます。

日照時間Check Point! 
日本各地の年間日照時間の平均値は約 1850

時間程度。都道府県別では一番長いのが山梨県、
一番短いのは秋田県。関東・東海地方は長く、
日本海側は短い傾向にあります。

風向風速計の近くに、太陽光を計測す
る全天日射計と日照計も設置されていま
す。日射量とは、地表に到達する太陽か
らの日射エネルギーを単位時間・単位面
積あたりで測定したもので、直達（太陽
から直接差してくる）日射量と散乱日射
量があり、この２つを合わせて全天日射
量といいます。全天日射計では、この日
射量を計測します。日照計は、「直達日射
量が 120W/㎡以上であること」と定義さ
れている日照の時間を測る装置です。

風向風速計 全天日射計・日照計

雨量計のしくみ 風向風速計のしくみ

科学技術館３階G棟展示にあるよ！

科学技術館３階 G 棟には、手でボタンを押す
と「雨量計」に水が流れたり、「風向風速計」の
プロペラが回る、ハンズオン式の展示があります。
東京管区気象台から提供いただいた本物の観測
装置を、内部のしくみまでじっくり間近で見るこ
とができます。「地上気象観測」の基本がわかる
パネル展示もあるので、ぜひお立ち寄りを。

観測器を動かして、風や降水量を
測るしくみがわかる！ 

ニュースでみる「東京」の気温や降水量は、ここで計られています。見学もおすすめ！

気象観測装置のしくみ

屋上で 10 年間、「東京」の太陽光と風を測りつづけています地上気象測定装置

人が踏み込めない館の屋上最
上階に発見！

風向風速計（左）と避雷針（右）
の上空にかかった日暈（ひがさ）

わかりやすい解説パネルも

プロペラが
回る！水

が
流
れ
る
！

科学技術館から１～２分、北の丸公園の歩道を歩
くと、緑の芝生のただなかに、東京管区気象台の地
上気象観測施設「東京・北の丸公園露場（ろじょう）」
が姿を現します。2014 年 12 月、気象庁本庁舎の
移転計画に伴い、公園内に露場が設けられました。
露場は、気象観測を行うための場所のこと。全国に
約 150 カ所あります。周囲に人工物など障がい物
がない場所に設置され、安定した環境で観測を行い
ます。ここでの計測値は１分ごとに露場すぐ横のモ
ニタにリアルタイムで表示されています。見学用歩
道もあるので「東京の天気」散策はいかがでしょう。

①温度計・湿度計
上部の筒（通風筒）
の中には、電気式
温度計と電気式湿
度計が入っており、
筒の中に流れてき
た空気の温度・湿
度を測ります。白金
の電気抵抗の変化
をもとに測ります。

円筒の上部の感雨
センサーに雨や雪
が付くと、水が電
気を通す性質か
ら、電線に電気が
流れて雨や雪が
降っていることを
知らせてくれる、
というしくみです。

③感雨器 ④積雪計
積もった雪の深さを
測ります。この露場
の積雪計は光電式
で、レーザー光を上
部から雪面に発射
し、雪面に反射して
戻ってくるまでの往
復の時間差によっ
て深さを求めます。

東京・北の丸公園露場
科学技術館から徒歩１分！

◀科学技術館
を出て武道館
側に少し歩き、
１つめの角を左
折して歩くとす
ぐです

▶露場の周囲
には藤棚など
生物季節観測
用の植物もい
ろいろ。ウチ
ワヤンマも一
休み

②③

④ ①

科学技術館
展示あり

②雨量計
科学技術館に展示
されているものと
同じ、転倒ます型
雨量計です。降雨
時に、水がますに
溜まり、シーソー
のように動いて水
を落とす回数で降
水量を測ります。

科学技術館展示あり
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図３　水蒸気による電波の遅れを利用するGNSS 気象学図１　 積乱雲の発達と、当課題による水蒸気観測のイメージ。薄水色のハッチは
水蒸気の豊富な領域

シビアストーム解明の鍵を握る水蒸気観測

●「水蒸気観測システム」の概要

この夏より、科学技術館屋上に、
GNSS（全地球航法衛星システム）アン
テナを設置させていただき、水蒸気観
測を開始する予定です。科学研究費課
題「水蒸気稠密観測システムの構築に
よる首都圏シビアストームの機構解明

（平成 29 ～ 31 年度）」の取り組みです。
豪雨や突風等、激しい気象現象（シ

ビアストーム）をもたらす積乱雲にとっ
て、水蒸気は熱のエネルギーを供給し、
また降水の源となります。水蒸気の詳
細観測はシビアストームがどのようにし
て発生するのか、その機構解明に必要
不可欠です。当課題は災害軽減を目的
に、首都圏に最新の水蒸気等の観測機
器を展開し（図１）、積乱雲急発達の機
構解明に取り組みます。首都圏で急発
達する積乱雲については、３つの気流

（鹿島灘からの東風、相模湾からの南風、
東京湾からの海風）の役割が重要で、
既存の機器も活用し、これらの気流の
水蒸気構造を捉える観測点配置を計画
しています（図２）。

●これまでの研究成果と今後の挑戦

自然災害に脆弱な大都市を対象に、世
界的にシビアストームの機構解明、予測
に向けた研究が取り組まれています。日

本でも文部科学省「社会システム改革と
研究開発の一体的推進」プログラムとし
て「気候変動に伴う極端気象に強い都市
創り（平成 22 ～ 26 年度）」が行われ、
最新気象レーダー網等を駆使した大規
模な特別観測研究に取り組みました。そ
の結果、積乱雲の発生に対する風の収
束の重要性が観測的事実として確認され
ました。一方で水蒸気の動態把握には、
さらなる観測の充実が必要であることも
判りました。

今回の取り組みでは、近年の水蒸気観
測技術の進展を受け、図１に示した観測
機器を展開し、当時は不可能であった水
蒸気のより詳細な構造を捉え、気象レー
ダーが雨粒を観測する前に、積乱雲発生・
発達の兆候を捉えることに挑戦します。

● GNSSと気象学について

筆者の専門は GNSS 気象学です。
GNSS とは、人工衛星から発射される
電波を用いた位置計測システムの総称
で、カーナビゲーション等で利用されて
います。水蒸気には電波に遅れを生じ
させる性質があり、GNSS 衛星から発
射される電波の遅れを解析すると、大
気中の水蒸気量が推定できます（図３）。

1,300 点を超える、国土地理院の電子
基準点は、世界的にも最高密度の
GNSS 観測網で、地殻変動と共に水蒸
気情報の資源です。科学技術館での
GNSS 観測は、電子基準点を補完し、
首都圏での積乱雲発達の機構解明に重
要な情報を提供してくれるものと期待
しています。

この夏、科学技術館屋上に、気象研究所による観測研究用の GNSSア
ンテナが設置されます。東京都周辺の水蒸気観測の一翼を担い、豪雨な

どの要因を解明して災害軽減を目指す研究に役立てられます。３カ年にわ
たるこの研究について、気象研究所の小司氏にご寄稿いただきました。

〈寄稿〉小司 禎教（気象庁気象研究所　気象衛星・観測システム研究部・第二研究室・室長）

見晴らしのよい科学技術館屋上に設置されるものと同
型の GNSS アンテナと受信機。GNSS 衛星から届く電
波の到達時間の遅れを利用して水蒸気分布を観測する

図２　首都圏に豪雨をもたらす代表的な３つの気流と、水
蒸気観測点配置計画。赤色は新規に展開予定の観測点

（一部他所からの移設を含む）。黒と青は既存の観測網
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サイエンス友の会で「電波をつかまえてみよう！」開催
平成29年度 情報通信月間参加行事

目には見えないものの、私たちの生
活には欠かせない電波。６月１日「電
波の日」や５月15日～６月15日「情報
通信月間」を機に、電波に関心を持っ
てもらうため、サイエンス友の会の工作
教室として、６月10 日（土）に「電波
をつかまえてみよう！」を開催しました。

電波を使っている身近な機械につい
て知っているものを挙げてもらったり、
電波の出入り口であるアンテナの実物を
示したりしながら、その使途や役割を
紹介しました。次いで、AM ラジオを
制作し、実際に電波をつかまえられるこ
とを体験しました。「ハンダ付けができ
る小学校４年生以上の正会員」を参加
の条件としたため、普段の教室よりは多
少ハードルが高かったかもしれません
が、午前・午後合わせて 41 名の参加者

は、通常は開放していない科学技術館
の屋上で、場所によるラジオの受信感
度の違いを確かめたり、街にあるさまざ
まなアンテナを見付けたりしました。２
時間弱の教室で、子供達は和気あいあ
いと電波について学んでいました。

この教室は、平成 29 年度情報通信
月間参加行事として、情報通信月間推
進協議会の後援を受けて開催しまし

た。また、総務省・電波適正利用推進
員協議会、一般社団法人電波産業会、
一般財団法人情報通信振興会より、参
加者全員に電波や情報通信に関する
様々な資料やグッズを提供いただきま
した。本教室の実施に際してお力添え
を頂戴した関係各位へ御礼申し上げま
す。

＜科学技術館運営部　松浦　匡＞

アンテナを観察しやすい６階実験工房。電波利用
環境保護周知啓発強化期間のポスターが目を惹く

四季や標高図。多彩なコンテンツで富士山を知る！
新展示物「プロジェクタ＋マッピング模型」富士山バージョンが登場

2017 年７月20日（木）、科学技術館
３階に新展示「Ver. 富士山プロジェク
タ＋マッピング模型（P+MM）」がお目
見えしました。この展示には、国土地理
院が航空レーザー測量で計測した高精
度なメッシュデータに基づいた地形を、
独自の技術の自動成型装置で切削加工
した富士山の立体模型が設置されてい
ます。この立体模型に合わせて、高精
細なプロジェクタで、富士山に関する
様々な映像（情報）を投影します。

国立研究開発法人宇宙航空研究開発
機構（JAXA）が開発し、打ち上げた陸
域観測技術衛星「だいち」（ALOS）か
ら撮影された高解像度の衛星画像を加
工し作成した「富士山の四季の変化」や

「一日の流れ」、独立行政法人産業技術
総合研究所地質調査総合センターが発
行した地質図や、一般財団法人リモート・

センシング技術センター（RESTEC）と
株式会社 NTT データが共同開発した世
界で初めて 5m 解像度の細かさで地球
上の全ての陸地の起伏を表現した「デジ
タル 3D 地図」の標高図、他にも各地で
撮影し投稿された富士山の美しい写真や
登山ルートなどを投影し、富士山の様々
な情報や表情をお楽しみいただけます。

この「P+MM 模型」を御出展いただ

きました RESTECは、人工衛星等に搭
載した観測機器（センサ）で、離れた位
置から地球表面などを観測しています。
このリモートセンシング技術を使って、
人工衛星、航空機、自動車、観測タワー、
船舶、ブイ等から取得した様々なデータ
や情報の処理、解析を実施し、国際的な
プロジェクトにも貢献している機関です。

＜科学技術館運営部　水落浩一＞

地球観測衛星「だいち」が撮影した画像を加工、地表の変化も再現 干渉 SAR 画像も見られる！

説明書や実体配線図に従って、プリント基板に部品
をハンダ付け。完成後は電波をつかまえてみよう！
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CanSat 探索実験：地上局ソフトを使い、行方が
わからない CanSat を探し当てる実験を行った

科学技術館オリジナルCanSat
基板：参加者は右上の碁盤目
の領域に各種センサーを実装
しミッション達成を目指す

ついに９月、米国でCanSat打ち上げ！ 高校生４名出場
「科学技術館CanSatプロジェクト」2017年第２期～第３期活動リポート ～ボーイング社助成

●プロジェクトは最終段階へ

第２期の講座では、CanSat に使う
予定の「mbed」というマイコンのプ
ログラミングに使われる C 言語、GPS
やセンサーなどの使い方を一通り扱っ
た後、プロトコル（通信手順）やパケッ
ト（送受信する情報を小さく区切った
データ列）の設計と実装、そして短距
離の無線通信モジュール「XBee」の
使い方を学びました。これで CanSat
が GPS で測定した位置情報を発信し、
地上局の PC で受信できるようになり
ました。

受信した情報を元に素早く CanSat
を追跡するには、PC の「地上局ソフト」
に情報を視覚的に表示するインター
フェースが必要です。その開発環境と
してマサチューセッツ工科大学で開発

された「Processing」を採用しました。
こ れ は Java 言 語 を 単 純 化 し グ ラ
フィック表示に特化したプラット
フォームで、C 言語に慣れた参加者は
あまり苦労せずに使いこなせました。

３月の講座では、屋上の様々な場所
に CanSat を置き、講座で作成した地
上局ソフトを使って位置情報を受信
し、CanSat の方向と距離を画面に表
示しながら探索する実験を行いまし
た。この実験で、これまでの講座の集
大成として CanSat と地上局のシステ
ムの実現方法を学べました。

●講座では「STEM」をフル活用

５月には「第３期　番外編」として、
ARLISS2016 の「安全審査書類」の書
き方を解説。これは CanSat が打ち上

げやパラシュート展開の衝撃に耐え安
全に降下し所定の動作ができることを
証明する各種実験の計画書と報告書で
す。これを作成するには数学・物理学
を自由自在に駆使する必要があり、こ
こでも当プロジェクトの根本にある

「STEM」がフル活用されます。
このような講座を実施する裏側で、

事務局では ARLISS2017 参加ツアー
の企画を固め、参加者を募集し審査を
行った結果４名の高校生（プロジェク
ト開始時は中学生）を選出することが
できました。

出場する機体は昨年度に事務局が設
計したものをベースとして、参加者そ
れぞれが興味を持つセンサー類（地磁
気センサーや CO2 センサーなど）や、
長距離の通信システムを実装し、デー
タの取得・解析や通信実験をミッショ
ンとする予定です。

８月下旬には、館内で一般のお客様
向けに「機体プレゼンテーション」を
行 う 予 定 で す。 そ の 後 ９ 月 に
ARLISS2017 出場のため米国へ出発し
ます。その成果は 10 月頃に皆様にご
報告いたします。ご期待ください。

＜科学技術館運営部　丸山義巨＞
地上局ソフト：CanSat と PC それぞれの位置情報を
照合し、CanSat までの方向と位置を表示するソフト

● TOPICS

CanSat とは空き缶 (Can) サイズの超小型摸擬衛
星モデルのことです。この CanSat の国際大会で
あり、米国ネバダ州ブラックロック砂漠で行われ
る ARLISS（A Rocket Launch for International 
Student Satellites）に中高生が参加できるように
サポートする「科学技術館 CanSat プロジェクト」
は、米国ボーイング社の助成により活動を続けて
おります。第２期の講座を終え、いよいよ 2017
年９月の ARLISS2017 出場に向けて、第３期の機
体の開発という最終段階に入っているところです。
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小さな子供も大人も楽しめる「マル・サンカク・シカク」！
５階FORESTに立体・平面図形をテーマにした新展示物が登場

５階「ワークス」展示室を活用した
試作開発展示物「マル・サンカク・シ
カク」が 2017 年３月に完成し、新た
に５階 FOREST「オリエンテーリン
グ」ゾーンに設置しました。

この展示物は立体図形と平面図形を
テーマにしたもので、丸や四角などの
平面図形の穴が空いた盤面があり、こ
れらの穴にぴったりと合う立体図形ブ
ロックを探す、というものです。円柱
の形をしたブロックなら、上から見た
丸と横から見た四角の２つの形の穴に
ぴたりと合わせられ、穴にくぐらせるこ
とができます。それでは、丸、三角、
四角の３つの穴すべてに合うブロック
はどのような形だと思いますか？

展示物の元となったのは、中学校の
数学の教科書で見かけた、丸、三角、
四角の投影図（平面図形）をもつ一つ
の立体でした。さらに、ほかにも多角

形など平面の形を増やし、それらに合
わせて数種類の立体をつくれば、平面
と立体との関係を、遊びの中から発見
するハンズオン形式の展示物にできる
のではないかと考えて、製作を始めま
した。

穴の平面形状を、当初、円形と正多
角形で検討してみたところ、円形と正
三角形、正四角形のすべての穴に合わ

せられる立体ができないなど、いくつ
かの制限があり、最終的には長方形と
楕円、十字の形状を取り入れ、７つの
平面図形を組み合わせた９種類のブ
ロックを 3D プリンタで作成しました。

小中学生だけでなく、小さなお子様
や大人の皆様にもぜひ体験していただ
きたいと思います。

＜科学技術館運営部　田中　勝＞

ブロックを手にとって穴に
合わせます。小さなお子さ
んから大人まで楽しめます

透明な板に７つの穴が空いて
います。丸、三角、四角に合う
ブロックはどれでしょう？

「くすりを“見つけだす”」化学分析に挑戦しよう
「くすりの部屋－クスリウム」ワークショップ第３弾！

科学技術館３階展示室「くすりの部
屋－クスリウム」では、毎日３回ワーク
ショップを行っています。これまでは、

「くすりの“かたち”」「くすりを“取り
出す”」という２つのプログラムを行っ
てきましたが、８月から、新しく「くす
りを“見つけだす”」が始まります。く
すりに必要な化学物質が何に含まれて
いるのかを知るための、化学分析の方
法の１つを紹介するプログラムです。

昔の人は、経験からくすりの成分が
自然の中にあることを知っていました。
たとえば、「この草を煎じて飲めば腹痛
が治る」といったように、草木や鉱物
の中に含まれる成分を煎じて有効成分
を溶かしだして使ったり、乾燥させて
濃縮するなどして、くすりとして用い

ていました。自然界にある有効成分を
見つけだすことは、くすり作りの第一
段階になります。

この実験では、溶液に特定の物質が
含まれているかどうかを、検出試薬に
よって見つける作業を行います。実験
には、簡易的な化学分析の道具パック

テスト（試薬が封入された検出キット）
を使います。検出試薬と特定の物質が
反応すると色が変わり、色によって水
溶液の濃度がわかる実験です。子供た
ちでも楽しく体験できると思います。
ぜひ遊びにきてくださいね。

＜科学技術館運営部　北川美千代＞

化学分析の基本が学べるよ ③比色紙を使って濃度をチェック！

①試薬チューブに液体を吸い込むと…

②透明な液体の色が一瞬で変わった！

② ①

③
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●「TryScience実験教室」の特徴

日 本 IBM と 科 学 技 術 館 は、 世
界 初 の オ ン ラ イ ン 科 学 館「Kids 
TryScience」の実験メニューを基に、
日本の学習指導要領との親和性を考慮
し、かつ独自に開発を行い、様々な
実験プログラムを用意してきました。
2004 年度からは、科学技術館にて「日
本 IBM TryScience 実験教室」を定
例開催し、毎回 1 つか２つのプログラ
ムを実施しています。

この教室の特徴の一つは、日本
IBM 及びそのグループ会社の社員ボ
ランティアが参加して運営すること
です。エンジニアとして日ごろ仕事
をしている社員の方が講師役を務め
ることで、参加者は実験を楽しみな
がら、エンジニアリングひいては産
業界に従事している方々がどんなこ
とを考えているのかを感じ取ること
ができます。

もう一つの大きな特徴が、トライア
ル・アンド・エラーを大切にしている
ことです。実験は、手順こそ簡単です
が、いずれも唯一の正答があるという
ものではなく、いろいろな条件を自分
なりに考える必要があります。失敗を
恐れずに試行錯誤して、１回目でうま
くいかなかったところを２回目に活か
すような構成を目指しています。

●実験プログラムとその器材

現在は主に、「ゆかいなクラクショ
ン」「音で探る」「紙の橋」「探査機を
宇宙に送ろう」「アルミのボート」「ヨッ
トカーで風をつかもう」の６プログラ
ムを実施しています。

実験用の器材は、そのほとんどが身
近にあるもので、近年ではいわゆる
100 円ショップでも揃えることができ
ます。馴染みのある材料を使った簡単
な実験で、未就学児を含む多くの参加

者に楽しんでいただいています。

●科学技術館をはじめ、各地で開催

科学技術館での実験教室は、2017
年度は、８月を除く主に毎月第３日曜
日の午後に実施します。事前のご予約
やお申し込みは必要なく、13 時～ 16
時の開催時間中に会場へお越しになれ
ばどなたでもご参加いただけます。

また、７月 29 日 ( 土 )・30 日 ( 日 )
の「青少年のための科学の祭典」2017
全国大会にも、日本 IBM 社会貢献／
ボランティア・チームとしてご出展い
ただいています。今年もプログラム「探　
査機を宇宙に送ろう」を実施します。

その他にも TryScience 実験教室が
行われることがあります。日本 IBM
の各事業所やその近隣の施設、学校の
放課後教室や土曜教室、夏休みの特別
活動や被災地支援、科学館の特別教室
や「青少年のための科学の祭典」地方
大会など、社員ボランティアの皆様が
全国各地で実施しており、2016 年度
は科学技術館外で 30 回以上開催され
ました。

音に関する実験、丈夫な橋を架ける
実験、風船ロケットを遠くに飛ばす実
験など、内容も様々です。ぜひ実際の
教室に参加してご体験ください！

＜科学技術館運営部　松浦　匡＞

日本アイ・ビー・エム株式会社（以下、
日本 IBM）と公益財団法人日本科学
技術振興財団・科学技術館は、2003
年夏から連携して実験教室を開催し
ています。長年にわたる科学教育の
取り組みについて、概要をご報告し
ます。

IBMのエンジニアと一緒に、サイエンスにトライ！
15年目の「日本IBM TryScience実験教室」

毎年「青少年のための科学の祭典」全国大会に出展。昨年のプログラム「探査機を宇宙に送ろう」も賑わった

科学技術館での定例教室は 14 年目。エプロン姿の
ボランティアスタッフを講師役に、実験を楽しむ

画用紙で丈夫な橋を架けるプログラム「紙の橋」。
500mL PET ボトルを何本詰めるかで構造を実験
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サイエンス友の会を中心に実施してい
る科学教室「東京の自然から学ぼう！」
は、北の丸公園と生田緑地・多摩川の
自然環境について、継続的かつ総合的
に学習を行っています。2016 年度に
は、新しい調査項目も加え、プログラ
ムの充実を図りました。この活動から
見えてきたのは、地域連携と継続学習
の重要性です。

継続は、協働する力に！
「東京の自然から学ぼう！ 2016年」活動報告　～子どもゆめ基金助成活動

●６年目を迎え、さらに充実する活動

独立行政法人国立青少年教育振興機
構「子どもゆめ基金」の助成は、６年目
以降は、プログラムの改良点や新規性
が採択の基準となります。そこで、「東
京の自然から学ぼう！」は、2015 年度よ
り講師として加わっていただいた先生方
の助言をうけて、地学分野のプログラム
を充実させました。教室の回数も、「天
文編」を前年度より１回増やして３回と
し、全分野で合計８回のプログラムとし
ました。参加者は、小学４年生～中学２
年生の 31 名で、うち３人の中学生がア
シスタントとして教室を手伝いました。

2016 年度の取り組みは、大妻女子
大学の石井雅幸先生、武蔵野自然クラ
ブの山崎誠先生に「昆虫編」の指導を
していただき、昆虫の体のつくりの観
察や採集の方法、標本つくり、保存方
法を学びました。北の丸公園では、ウ
チワヤンマが例年より大量に観察で
き、８月下旬には、東京都が絶滅危惧
Ⅱ類に指定しているベニイトトンボも
観察できました。
「地学編」では、実地観察の準備とし

多摩川で見られる代表的な石を探してこよう！

て、化石の発掘体験を行い、また、わ
んがけ法で火山灰と関東ローム層の違
いを調べました。実地観察当日は、帝京
平成大学の小森次郎先生と国立研究開
発法人 海洋研究開発機構（JAMSTEC）
の北山智暁先生のガイドで、生田緑地の
地層の観察、その後に多摩川での化石
の採集と河原の石調べを行いました。
「天文編」では、方位概念を身につ

けるため、シルエット法で月の位置を
記録したり、天体位置表から太陽と月
のデータを得て、位置を星座早見板に
記して、実際の空で見える様子と比較
してみました。

●“苦手”を“得意”に変える

「地学編」と「天文編」は、これまでの
連携活動の調査から明らかになってきた、
子供たちの不得意とする「空間認識」を
強化するため、プログラムの改善点として、
Google Earthを使って地形を調べる方
法や、地図の読み方を教えるようにしまし
た。次回は、平面図から立体の形を想像
できる力を養っていきたいと考えていま
す。また、天文データの見方と活用方法
なども学べるプログラムも加えました。

当事業は、2017 年度も、７月から来
年１月までに合計８回、子どもゆめ基金
の助成による教室を実施します。

＜科学技術館運営部　木村かおる＞

オリエンテーションで北の丸公園に生息する昆虫に
ついて後輩に話をする中学生の高木さん

しっかり話を聞いて、きれいな標本作りに挑戦す
るぞ！

2016 年夏の記録もしっかりまとめて、来年にバト
ンタッチです

ベニイトトンボ
も逃げないよう
静かに観察
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2005 年から使用されている現行の制服。クリスチャン・
ラクロワ 夏のスーツ

1963 年クリスチャン・ディ
オール 冬のスーツ

クリストバル・バレンシア
ガ 夏のスーツ

所沢航空発祥記念館では、2017 年
４月 18 日（火）より５月 28 日（日）
まで企画展「エールフランス航空 －旅
の美学－」を開催しました。

通常であれば無骨な航空機のパーツ

が並ぶことが多い企画展会場ですが、
今回ばかりはフランスらしさの漂う展
示で溢れ、大変お洒落な企画展となり
ました。

最初に目に飛び込むのは、「客室乗

務員歴代の制服」コーナー。クリスチャ
ン・ディオールをはじめとし、現行の
クリスチャン・ラクロワまで、トップ
デザイナーのユニフォームを纏った８
体のマネキンたちはまるでファッショ
ンショーのよう。そのほか、エリザベス・
テイラー、オードリー・ヘップバーン
など往年のスターたちを写した写真展

「エールフランスとタラップのスター」、
貴重なコンコルドグッズも展示に華を
添えました。

本企画展の開催にあたり、資料をフ
ランス本国から借用させていただくな
ど、格別のご協力を賜りましたエール
フランス航空フランス本社、ならびに
日本支社の皆様に対しまして心より感
謝を申し上げます。

春季に所沢航空発祥記念館で行われた催しの開催リポートをお届けします。EVENT REPORT

トビウオの絵と解説に合わせて飛行機の絵も！

玄関ロビーにて「さかなクンイラスト展」も開催

クイズが出る前から、手を挙げる子供たちで会場は大盛況

所沢航空発祥記念館の大型映像館で
今年４月から上映している映像番組「月
の魔法とサンゴの海～カルオカ'ヒナの
大冒険」に関連して、今年も東京海洋
大学名誉博士のさかなクンによる「ギョ
ギョっとお魚教室」を６月 25 日（日）
に実施しました。

航空発祥記念館にちなんで、今年の
クイズテーマは「飛ぶお魚！」。魚の特
徴を話しながらスラスラとイラストを描
いていく様子に、子供たちはくぎ付け。
正解者にはできたてのイラストに名前
を入れてプレゼントしてくれました。
「海は生きていますか？」という幼児
の質問に、生物の進化から丁寧に説明
があり、「海は生きている。だからみん
なも生きている」とのまとめに全員が
深くうなずいていました。

終始流れるように最新の研究成果や

補足説明、たまにダジャレを混ぜなが
らの質疑応答が続き、あっと言う間に１
日２回のイベントは終了となりました。

参加された方はもちろん、今回も多
くの方に応募いただき、ありがとう
ギョざいました。

さかなクン再登場でおさかな大好きキッズ大集合！
今年も大盛況「さかなクン ギョギョッとお魚教室2017」

ファッションショーのように華やぐ展示に
春の企画展「エールフランス航空 －旅の美学－」が閉幕
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この夏の注目イベントをご紹介。詳細はウェブサイト（https://tam-web.jsf.or.jp/）へ！Summer Event Info

恐竜くんが恐竜の生態についてライブ解説！

食べられないよう、要注意 ?!

大型映像館、展示館両方を見学して参加しよう！

当館所蔵の T-1B ジェット機の搭乗体験も予定しています

特別展に関連して常設展示「空の Q&A」での関連クイ
ズやワークショップの実施を予定

今年は中島飛行機の創業者として知
られる中島知

ち く

久平
へい

氏が「飛行機研究所」
（後の中島飛行機）の看板を掲げ、飛
行機の研究・製造を開始してからちょ
うど 100 年の節目となります。

記念館では、これを記念して、2017
年７月 22 日（土）～９月３日（日）
まで、夏休み特別展「航空技術の
DNA の継承と進化 ～クルマに生きる
飛行機の技術～」を開催しています。

航空機を扱っている当館ですが、同
じ「乗り物」のカテゴリーにある自動
車などのクルマにスポットをあててみ
ると、実はクルマに用いられている技
術が、遡っていくと航空機開発で培っ
た技術につながっていることはあまり
知られていないと思います。

この特別展ではまず、クルマと飛行
機、それぞれの特徴をよく見ることか
ら違いや共通点を見つけてみます。次
にこうした航空機から車につながる特

7 月1日（土）から大型映像館では青
山剛昌原作の本格的推理マンガとして
テレビや映画でおなじみの名探偵コナ
ンを主人公にした「名探偵コナン 星影
の魔術師（マジシャン）」を上映してい

ます。番組では、JAXA の宇宙探査の
成果について紹介を交えながら、物語
が進行していきます。満天の星空の下
で繰り広げられるコナンと怪盗キッドと
の対決にご期待ください。

また、この上映にあわせて、７月15
日（土）から始まった「謎解きチャレン
ジ」にもぜひ挑戦してください。

さらに８月１日（火）からは大型映像
フェスティバルとして、「恐竜大研究」を
上映します。こちらも連動イベントとし
て「恐竜くん＋恐竜ショー」を９月18日

（月・祝）に予定していますので大型映
像館や会場にぜひ足をお運びください。

＜航空記念館運営部  西田雅美／太田浩輔＞

徴が、安全性・走行性を高める技術に
辿り着くことを探っていき、最後にこ
れらの技術が今も引き継がれているこ
とを紹介していきます。

実機や実物展示、パネルなどを通し
て、モノづくり大国・日本において育
まれてきた航空技術の DNA と、受け
継がれるスピリッツを紐解いてみる特
別展となりますので、ぜひ皆さんご来
館ください。

夏休み特別展「航空技術のDNAの継承と進化」を開催中
飛行機研究所から100年。クルマに生きる飛行機の技術を探る

大型映像館ほかで名探偵コナンや恐竜に会える！
作品上映のほか、謎解きチャレンジや恐竜ショーで楽しもう

みんな、
待ってる
ゾオー！
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当財団は科学技術館にて 2017 年５月
26 日（金）に第７回臨時理事会を、
また６月 23 日（金）に、第７回定時
評議員会ならびに第 13 回通常理事会
を開催しました。今期は、理事、監事
の改選期にあたり、新体制が確立しま
した。

■公益目的事業１
  科学技術館の運営事業（決算額 465 百万円）　

１．科学技術館の常設展示の運営　
２．サイエンス友の会の活動　
３．特別展・イベント等の開催
４．アウトリーチ活動　
５．展示の新設、更新、実験体験プログラム開発など

■公益目的事業２
  他館の運営管理事業（決算額 273 百万円）

１．所沢航空発祥記念館の運営（埼玉県・受託事業）
２． 青森県立三沢航空科学館の運営とメンテナンス・
　   イベント開催業務（青森県・受託事業）

■公益目的事業３
  他館に対する活動支援事業（決算額 184 百万円）　
１． プレアデス事業による教育文化施設に対する
　   企画・開発・保守支援
２．教育文化施設に対する企画・開発・保守支援

■公益目的事業４
  科学技術系人材の育成事業（決算額 113 百万円）　
１．科学技術体験イベントの開催
２．科学オリンピック国内大会・国際大会
３．教員のための理科実験指導育成講座開催

■公益目的事業５
  科学技術の普及啓発事業（決算額 219 百万円）　
１．科学技術映像祭の開催と優秀作品の上映　
２．放射線・エネルギー等に関する理解増進活動　　

■公益目的事業６
  科学技術の振興に関する調査研究事業（決算額0百万円）

１．科学技術振興に関する関心・理解度調査

■収益事業１
  情報システムの設計開発と
　　　　　　運用サービス事業（決算額 307 百万円）　

１．情報システムの設計開発
２．情報システムの運用サービス

■収益事業２
  科学技術館施設の利用促進事業（決算額 456 百万円）

１．館施設の活用（催事場、サイエンスホール、
　   会議室の貸出し、その他レストラン等関連施設の
　   運営受託等）

■その他「公・収共通」（決算額 67 百万円）

※（　）内の決算額は経常収益

2016 年度 事業決算報告　決算 2,084 百万円＜予算比＋74 百万円＞

2016年度 事業・決算を承認。財団の発展に向けて審議
第７回臨時理事会、第７回定時評議員会、第13回通常理事会を開催

●第７回臨時理事会

当財団は５月26日、第７回臨時理事
会を開催しました。

榊原定征理事長が議長を務め、13 名
の理事のご出席のもと審議を行いまし
た。同理事会では、2016 年度の事業報
告および決算書類の承認の件、定時評
議員会の召集の件、理事会提案として

評議員会に提案する評議員・理事・監
事候補者の決定、続いて、2017年度補助、
助成事業実施に関する件について審議
が行われ、原案通り可決されました。

また、2017 年度第１回業務執行報告
等を行い、各部署の経営課題と今年４
月から６月までの執行状況について報告
が行われました。

●第７回定時評議員会、

　第13回通常理事会

６月 23 日には、第７回定時評議員
会、ならびに第 13 回通常理事会を開
催しました。

第７回定時評議員会は、三村明夫評
議員会会長が議長を務め、12 名の評
議員のご出席のもと審議を行いまし

会議は、科学技術館の第三会議室で行われた
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務分担決定の件、理事
の報酬額の決定の件、
顧問選任の件が審議さ
れ、原案通り可決され
ました。理事長には引
き続き榊原定征氏が、
専務理事には𠮷田忍氏
が選任されました。

評議員会、理事会共
通の報告事項として、
科学技術館の耐震工事
の進め方、募集特定寄附金の成果と寄
付者への謝意方法、財団活動状況、今
年のトピックス が報告されました。

会議では、評議員、理事の方々から
当財団の活動に対する心強いお言葉や

た。2016 年度の決算書類の承認の件、
評議員選任の件、理事選任の件、監事
選任の件、監事に対する報酬支払承認
の件について審議が行われ、原案通り
可決されました。

さらに、５月 26 日の第７回臨時理
事会で承認された 2016 年度の事業報
告について、報告がなされました。

引き続き行われた第 13 回通常理事
会では、理事からの推挙により榊原理
事が議長を務め、13 名の理事のご出
席のもと審議を行いました。代表理事
選定の件、理事長及び専務理事各１名
選定の件、理事長職務代行順位の決定
の件、業務執行理事の選定の件、常務
理事の選定の件、業務執行理事の業

アドバイスを頂戴しました。この貴重
なご意見を今後の財団運営に活かし、
さらなる飛躍に向けて全力で努力を続
けてまいります。

＜経営企画・総務室　桝水久恒＞

評議員会議長の三村会長（左）と通常理事会議長の榊原理事長

2017 年６月 23 日（金）、科学技術館
第１会議室にて、2017 年度「理事長賞」
の表彰式が行われました。

昨年から設けられた「理事長表彰」
は社会的意義・貢献度の高い財団事業
に対して榊原理事長が賞を授与し、さ
らなる事業の質的向上を図ることを目
指しています。今年度も、財団の名誉
を高める、あるいは業績に貢献した実
績のある事業・活動を対象に「理事長賞」
を、また、その過程にある事業・活動
や今後大きな貢献が期待できる事業・
活動を対象に「奨励賞」を授与しました。
奨励賞は７月５日（水）に𠮷田専務理
事が代行して表彰しました。

各室・部から推薦された 2016 年度
の事業について、常勤理事会にて審査
が行われ、「新展示室『くすりの部屋－
クスリウム』制作」、「航空記念館年間
入館者数 20 万人達成」など 10 の事業
が理事長賞に、「ウェブコンテンツ『教

えたくなる！科学技術館』の制作」な
ど９の事業が奨励賞に選定されました。

表彰式で榊原理事長は、「公益法人で
ある私たちの本質的使命は、社会的に
意義のある科学・技術の振興活動を広
く展開することであります。具体的には、
常に『理系人材の育成』および『科学・
技術の普及と理解増進』といった社会
貢献に役立つテーマに取り組むことで
す。今後も高い志を強く意識して、財
団の発展に向けて日々の業務に精励し
てもらいたい」と総評を述べられました。

受賞者を代表して、科学技術館運
営部展示制作グループの今村グルー
プリーダー（新展示室クスリウム制作
で理事長賞受賞）は、「全財団、そし
て株式会社ミュージアムクルーを含む
科学技術館が一丸となり、この展示室
が生まれ、関係者一人ひとりの熱意に
よって、今日の歩みを進めていること
を考えると、この賞は財団全体の活動

の成果です。今後、さらなるバージョ
ンアップも予定しており、引き続き皆
様のご指導ご鞭撻をお願いしたい」と
今後の抱負を述べました。

＜経営企画・総務室＞

社会的意義・貢献度の高い財団事業活動を表彰
第２回（2017年度）「理事長表彰 理事長賞」表彰式を開催

榊原理事長より賞状を授与される今村グループリーダー

理事長賞の総評を述べる榊原理事長
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パズル・ワークショップも同時開催！

「多角形万華鏡」様々な多
角形の万華鏡を見くらべて、
違いをさがしてみましょう

「直線と曲面」直線と曲面
の関係をゴムひもを使った
立体模型で見てみましょう

この夏は、“数”や“図形”を、うんと楽しもう！
科学技術館 2017年夏休み特別展

「マスレチック・ランド～さわれる！あそべる！ 算数・数学展～」を開催！ ～日本財団助成事業

ジグソーパズル、知恵の輪、６面キュー
ブ、図形パズル、鉛筆で書き込んでいくペ
ンシルパズルなどいろいろなパズルが日替
わりでやってきます。楽しいパズルにぜひ
挑戦してみてください。８月５日（土）、６
日（日）の２日間、「ハカセも登場 !! LaQ パー
クがやってくる」（各日先着 50 名様（対象：
５歳～小学生）に「LaQ 算数パック」を
プレゼント！）、「ルービック世界チャンピオン中島悠氏の驚きの
技」、「十字型メビウスの帯で遊ぼう」、「パズル早解き大会」な
ど特別イベントの開催も予定しています。詳細は科学技術館ウェ
ブページにてご案内しますのでチェックしてみてください。

続く 2017 年８月 14 日（月）～ 16 日（水）には、サイエ
ンス友の会主催による立体パズル・ワークショップ「立体パ
ズルで正多面体を数楽しましょ！」を開催します。午前の回
では立体パズル「キューブ 26 ミニ」を使って「キューブ 26
ミニ　できるかな？外側に現れる模様は３種類」を、午後の
回では各回ごとに「正 12 面体」「正 20 面体」「小星型 12 面体」

「大 12 面体」のいずれかの立体パズルを使って様々な立体図
形の組み合わせに挑戦します。

■「パズルデー in サマー」 ■「立体パズルで正多面体を数楽しましょ！」

科学技術館では、2017 年夏休み特別展「マスレチック・ラ
ンド～さわれる！あそべる！算数・数学展～」を 2017 年８月
５日（土）から８月 27 日（日）までの 23 日間、２階イベン
トホールで開催いたします。
「マスレチック・ランド」は、“数”や“図形”を題材にした
展示物を使い、計算やパズルなどで遊びながら、算数や数学
の世界を楽しく体験できる大型イベントです。
「数のしくみや大きさを感じる」、「数に親しむ」、「立体感覚が
身に付く」、「数を五感で感じる」という４つのテーマを設け、
計 33 の展示物を会場内に展開します。

日本の授業とは違う方法で計算するインド式掛け算の紹介
や、数の組み合わせの不思議さを実感できる装置、平面・立
体図形をいろいろな角度から考えられるパズルなど、算数・数
学を興味深く理解できる展示がそろっています。ゲームのよう
なものや、アートのような展示を通じて、数学の世界の楽しさ、
美しさをたっぷり感じとっていただきたいと思います。この夏
は、子供から大人まで楽しめる“数の遊び場”へ、ぜひお越
しください。

● 開催日時 2017 年８月５日（土）～ 10 日（木）
 9：30 ～ 16：50（入館は 16：00 まで）
● 会　　場 ２階イベントホール前、4階E室ワンダー・ガレージ（2か所）
● 参 加 費 無料（入館料のみ）
● 企　　画 一般社団法人 日本パズル協会

● 開催日時 2017 年８月14 日（月）～ 16 日（水）
 ① 10：30 ～ 11：00　② 13：15 ～ 14：00　
 ③ 14：30 ～ 15：30
● 会　　場 ４階Ｅ室 ワンダー・ガレージ　　　　
● 対　　象 全日 ①、14・15 日　②…小学１年生以上
 （小学１～３年生は保護者必須）、
 全日 ③、16 日　②…小学４年生以上
● 参加人数 各 12 名（先着順）
● 参 加 費 入館料、教材費（900 円～ 1200 円）

● 開催日時 2017 年８月５日（土）～８月 27 日（日）
 9：30 ～ 16：50（入館は 16：00 まで）
● 会　　場 科学技術館２階イベントホール　
● 主　　催 公益財団法人 日本科学技術振興財団・科学技術館
● 協　　力 東京理科大学
● 電　　話 050-5541-8600（ハローダイヤル）
※入館料のみでご覧いただけます。
※アクセス、入館料など科学技術館の詳細は裏表紙をご覧ください。

「インド式掛け算の紹介」自
分で問題をつくり答えを出
してみましょう

ルービック世界チャンピ
オン中島悠さんの技が見
られる！
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公益財団法人日本科学技術振興財団では、賛助会を設け、会員を募集し
ております。当会では、各関係機関・個人の会員の皆様でフォーラムを形
成し、イベント等を実施して科学技術振興に役立てることを目的としてい
ます。詳細等は下記をご覧ください。

■ WEB　http://www2.jsf.or.jp/00_info/sanjo_seido.html
■ 問い合わせ　E-mail：info@jsf.or.jp ／ TEL：03-3212-8584
※  本誌記載の団体・企業名、製品名は一般に各団体・企業の登録商標または商標です。なお本文中では、「 TM」「®」

等の各表示は明記していません。

今号では新しくなった科学技術館「シンラドーム」を特集しました。個人的にも
大好きな場所で、うっとりするような映像や面白い科学イベントをあれこれ楽し
める空間です。涼みがてら（？）いらしてみませんか？　今号ではまた、知る人
ぞ知る環境気象観測拠点 “北の丸”界隈にある観測装置もご紹介。気象研・小
司禎教さんのご寄稿もぜひご一読を。Science,Museum&I では、画家の山口晃さ
んが登場。お人柄を感じさせる軽妙かつ真摯な言葉が印象的でした。 ＜永＞

編 集 後 記賛助会「北の丸科学技術振興会」入会のご案内

 科学技術館からのお知らせ

2017 年度第２回
「教員のための理科実験
スキルアップ講座」を秋に開催

2017 年度（第 54 期）
「科学技術館サイエンス友の会」
秋からの半年会員を募集

理科教員の方などを対象に、教室
で役立つ理科実験のコツを伝授する

「教員のための理科実験スキルアップ講座」を、今年も年２回（８月、
11月）開催します。講師陣は「青少年のための科学の祭典」全国大
会実行委員のベテラン講師たち。おかげさまで８月の回はすでに定員
に達しましたが、11月の回でも参加者を募集します。募集開始日が
決まりましたら下記のウェブサイトでお知らせします。小・中学校で
理科を教える教員、科学教室の講師、理科教員志望の方々などのご
参加をお待ちしています。

様々な実験教室や工作教室に参加しな
がら“楽しい科学の世界”を体験できる

「科学技術館サイエンス友の会」（会員制）
では、今年度も秋からの半年会員を 8 月
17 日（木）〜 25 日（金）に募集します。
募集にあたり、夏休みには、入会を検討
されている方向けに、友の会のプログラ
ムを体験していただける教室もご用意しています。詳細・お申し込
み等は、下記ウェブサイトをご覧ください。

● 対象期間 ： 2017 年 10 月１日～ 2018 年 3 月 31 日
● 対　　象 ：小学３年生～高校３年生
● 募集期間 ：2017 年 8 月 17 日（木）～ 8 月 25 日（金）
● 募集定員 ：若干名
● 会　　費 ：正会員 7,560 円（税込）
● 詳　　細：サイエンス友の会ウェブサイト
　　　　　　 http://www.jsf.or.jp/science/info/

● 日　　時 ： 11月19日（日） 化学：10：30～12:15、生物：13：30～15:15
  11月23日（祝） 地学：10：30～12:15、物理：13：30～15:15
● 場所 ： 科学技術館 ６階「実験工房」（予定）
● 参加費 ： １講座1,000円（同日に２分野受講の方は計1,500円に割引）
● 募集人数 ： 各分野 20 名程度（定員になり次第、締め切ります）
● 募集開始日 ： 下記のウェブサイトでお知らせします。
● 申込方法 ： ウェブサイトから参加申込書を E メール、または FAX 送付
  http://www.kagakunosaiten.jp/index.php
● 問合せ ： 日本科学技術振興財団内　科学の祭典事務局　
  TEL：03-3212-8447 　E-mail：saiten ＠ jsf.or.jp

趣味を聞かれると、「旅行」と答え
ることが多いです。
学生時代に在籍した地理学のクラス
では、いくつ都道府県に行ったことがあ
るか、というのが話題になりました。地
理学クラスの “あるある” でしょう。
私は白地図を塗りつぶすように毎回
少しずつ訪れ、2010 年に出張で訪れ
た沖縄県で全都道府県制覇に至りまし
た。交通手段を下車しなければならな
いという暗黙のルールがあるので、意
外と制覇している方は少ないのではな
いでしょうか。
「行った」先では、博物館と歴史好き
なので城や古刹(寺社仏閣 )などを訪
ねます。某TV番組のように古地図を
広げることまではしないですが、それら
を訪ねるとその町がわかります。そもそ

も千葉市出身の私としては、山の稜線
を車窓から眺めるだけでも気分が高鳴
り、いわゆる観光地でなくても、街並
みを見たり、偶然、店を見つけるの楽
しく、入った飲食店の店主と話すことも
しばしばです。最近では遠方の知人に
会いに行くのも楽しみのひとつです。
これらの経験は、他の博物館で見て
きた内容だけでなく、全国から当館に
いらっしゃる来館者やご協力いただい
ている多岐にわたる業界・企業の皆様
とのコミュニケーションに大いに役
立っています。
そのため、私としては「旅行」という
言葉よりも自分を成長させてくれる「旅」
と呼びたいところなのですが、趣味を聞
かれると、「旅」と答えるのがどこか気恥
ずかしく、「旅行」と答えることが多いです。

スタッフ
掲示板

JSF STAFF
BULLETIN BOARD

財団スタッフたちの課外活動や
話題を、毎号お届けします。

街並みや史跡を訪ねて47都道府県制覇！
自分を成長させてくれる「旅」の醍醐味
科学技術館運営部  実験演示・開発グループ  学芸員・気象予報士  荻野 亮一

来館者の皆さんとは、当館内展
示室のワークショップのコーナー
での実験演示でお会いすることが
多いと思いますが、展示室の出展
者様とどのように展示室を運営し
ていくかを考えることや、ほかの
施設で実験ショーをさせていただ
くこともあります。
上の写真は、当館で実施された

「たたら製鉄」のイベントで知り合いになった明珍氏（右）を訪ね
た際に、火箸の鍛冶体験を特別にさせていただいた時のものです。

ここで働いています



特集 =新生「シンラドーム」へようこそ
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9 時 30 分〜 16 時 50 分（16 時までにご入館ください）開館時間

東京都千代田区北の丸公園 2 番 1号住　所

03-3212-8544ＴＥＬ

http://www.jsf.or.jp/ＵＲＬ

水曜日 （祝日の場合は次の平日＊）　年末年始 （12/28 〜 1/3）
  ＊ただし次の期間の水曜日は開館します。
 ・春休み（3/20 〜 4/6）
 ・科学技術週間（4/18「発明の日」を含む月曜日〜日曜日の1週間）
 ・ゴールデンウィーク（4/29 〜 5/5）　・夏休み（7/20 〜 8/31）
 ・都民の日（10/1）　・11 月 〜 2 月

休館日

※ 障害者手帳等をお持ちの方には割引制度があります。
※ 65 歳以上の方には割引制度があります。
  チケットカウンターでお申し出ください。

大　人 中学生
高校生

子ども
（４歳以上）

個　人 720 円 410 円 260 円

団　体
（20 名以上） 520 円 310 円 210 円入館料 

東京メトロ東西線    「竹橋」駅下車 1b 出口徒歩約 550m
東京メトロ東西線・半蔵門線・都営地下鉄新宿線 「九段下」駅下車 2 番出口徒歩約 800mの場合

の場合
首都高速都心環状線（外回り）代官町出口からすぐ
首都高速都心環状線（内回り）北の丸出口からすぐ
※ 科学技術館には駐車場はございません。館に隣接する北の丸公園内駐車場をご利用下さい。（有料）

☆国会議事堂から車で約 15 分
☆東京駅から車で約 15 分

半蔵門線・都営新宿線
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科学技術館のご利用案内

テレビやパソコンの美しい画面。実は赤、緑、青の３つの光で

つくられています。なめらかな動きのアニメーション。実は少しず

つ変化する絵を次々と映してつくられています。テーマパークでも

おなじみの飛び出して見えるプロジェクションマッピング。実は立

体物に平面の画像を当ててつくられています。でも、そう見える

のは、「光」をとらえる私たちの「視覚」によるものなのです。

「光」は電磁波という“波”であり、直進したり、回り込んだり、

反射したり、干渉したりと様々なふるまいをします。しかし“波”

では説明できない現象も起こし、“粒子”としてのふるまいも見せ

ます。これらの性質を利用して、「光」は通信や計測、加工などの

多くの技術に用いられています。

そんな「視覚」や「光」について、いろいろな仕掛けの実験装

置で体感しながら気づくことができる展示室が「オプト」です。

部屋に足を踏み入れたら、まず手当たりしだいに、のぞきこんだ

り、見つめたり、キョロキョロしたりしてください。左右が反転す

る巨大な鏡、自分の影が張り付く壁。触わることができないわき水。

上にのぼっていく水滴。底なしのドラム缶。――「光」と「視覚」

が織りなす驚きの現象の数々を、たっぷりと楽しめますよ。

FOCUS I N：SCI E NCE  MUSEUM 
科学技術館、注目の展示から

「光」と「視覚」のトリックアート?!
〈FOREST〉オプト
OPTICS5F


